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海洋研究開発機構の地球内部変動研究センターでは、地球内部物質循環、プレート挙動解析、試料分析解析デー

タ研究領域の機動的解析研究グループ、海洋底ダイナミクス、そして産業技術総合研究所などとも連携しながら、

横断的研究の一つである「島弧の 3次元的な発達過程の解明と大陸地殻の成因」を統合的に解釈するために、平成

14 年からデータサンプルを取得してきた。対象海域は、北部伊豆・小笠原諸島であるが、特に須美寿島、鳥島、

背弧域を中心として、深海曳航カメラ、サイドスキャンソナー、ハイパードルフィンによる海底視察、マルチチャ

ンネル／シングルチャンネル反射法システムによる音波探査、シービームによる海底地形、航走中の重磁力調査、

そして、岩石採取などを行った。このように調査項目は多岐に渡り、物質科学の観点から岩石試料に対して、薄片

作成、熱磁気分析、化学成分分析などを行い、地殻構造解析の観点から広域データのマッピングを行い、個々のカ

ルデラ火山や単独峰のバリエーションが明らかになってきている。今回は、2か所のカルデラと背弧海山について

の岩石試料の結果などを紹介する。 


